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午前10時０分開会

会議に付した案件

○意見聴取

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0に向けた地域情報化戦略に

ついて

○協議事項

１．提言について

２．次回の委員会について

３．その他

出席委員（11人）

委 員 長 重 松 幸次郎

副 委 員 長 窪 薗 辰 也

委 員 原 正 三蓬

委 員 横 田 照 夫

委 員 右 松 隆 央

委 員 二 見 康 之

委 員 日 髙 陽 一

委 員 内 田 理 佐

委 員 満 行 潤 一

委 員 岩 切 達 哉

委 員 坂 本 康 郎

委員外議員（なし）

意見聴取のため出席した参考人

総務省地域情報化アドバイザー

神戸情報大学院大学 客員教授

株式会社ＩＦ 代表取締役

小 塩 篤 史

事務局職員出席者

政策調査課主査 甲 斐 健 一

総 務 課 主 幹 三 浦 洋 文

それでは、ただいまより、情報○重松委員長

化推進対策特別委員会を開会いたします。

本日の委員会の日程でありますが、お手元に

配付の日程案をごらんください。

本日は、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0に向けた地域情報

化戦略について、総務省より委嘱されました地

域情報化アドバイザーで、神戸情報大学院大学

の客員教授であり、株式会社ＩＦの代表取締役

の小塩篤史氏から意見聴取を行います。

その後に、報告書に係る提言及び次回の委員

、会について御協議をいただきたいと思いますが

このように取り進めてよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○重松委員長

します。

では、入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

委員会を再開いたします。○重松委員長

本日は、総務省地域情報化アドバイザーで、

神戸情報大学院大学の客員教授、株式会社ＩＦ

の代表取締役でいらっしゃいます小塩篤史様に

お越しいただきました。

初めに、小塩様の御紹介をさせていただきま

す。

小塩様は、平成17年に東京大学大学院新領域

創成科学研究科博士課程を修了され、その後、

アメリカマサチューセッツ工科大学スローン経

営大学院客員研究員や事業構想大学院大学客員

教授などを経まして、現在は、株式会社ＩＦの

代表取締役、神戸情報大学院大学客員教授をさ

れておられます。

令和元年12月９日（月曜日）
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これまで、データサイエンスやＡＩ、システ

ムデザイン等の観点からさまざまなプロジェク

トや研究活動を行われておられ、近年では、Ａ

ＩとＩｏＴを組み合わせた知的ＩｏＴという概

念を中心に、農業や漁業、まちづくりのデジタ

ル化スマート化に取り組まれておられます。

それでは、一言御挨拶を申し上げます。

私は、この特別委員会の委員長をしておりま

す宮崎市選出の重松でございます。

大変お忙しい中、御出席をいただき、まこと

にありがとうございます。

本日は、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0に向けた地域情報

、化戦略について御説明をいただきますとともに

意見交換をさせていただきたくお願いを申し上

げました。どうぞよろしくお願いいたします。

次に、委員を紹介いたします。

最初に、私の隣が小林市・西諸県郡選出の窪

薗辰也副委員長です。

続きまして、北諸県郡選出の 原正三委員で蓬

す。

宮崎市選出の右松隆央委員です。

都城市選出の二見康之委員です。

宮崎市選出の日髙陽一委員です。

延岡市選出の内田理佐委員です。

、 。続きまして 宮崎市選出の横田照夫委員です

都城市選出の満行潤一委員です。

宮崎市選出の岩切達哉委員です。

宮崎市選出の坂本康郎委員です。

それでは、小塩様、よろしくお願いをいたし

ます。

御紹介どうもありがとうござい○小塩参考人

ました。

それでは、皆さん、改めましておはようござ

います。先ほど御紹介をいただきました神戸情

報大学院大学の小塩と申します。本日は皆様お

忙しいところに参考人として招致いただきまし

て、ありがとうございます。

私自身は、今東京に住んでおりまして、客員

教授という形で神戸情報大学院大学のほうでお

手伝いをしているんですが、もともと出身が兵

庫県で、兵庫県の割と田舎のほうに住んでいた

ので、私の中では地域をどうしていくかという

のはすごく大きな課題ですし、今回御縁をいた

だいて宮崎県でお話をさせていただくというこ

となんですが、宮崎自体、私、宮崎市は初めて

なんですが、私の母方の実家が鹿児島県の志布

志市にありまして、志布志市、都城市のあたり

は親戚がたくさん住んでおりまして、そんなに

頻繁には来ていないんですけれども、何度か来

たことはあって、きのう前泊して少し宮崎に滞

在したのですが、皆さんのイントネーションな

んかを聞いて、ちょっと親戚、いとこのことを

思い出したりしながら、聞いておりました。

何かすごくやわらかいイントネーションで、

私自身は関西なんで、もともとは関西弁なんで

すけれども、もう今はこういう普通の 普通─

というと何が普通かって難しいですが、ちょっ

と東京弁になってしまっています。そういう意

味ではすごく私自身にとっても、南九州という

か、鹿児島志布志のエリアというのはやっぱり

すごく愛着のある場所でもありますし、宮崎と

いうところでお声がけいただいたというのも、

何かの御縁かなと思いますので、私自身のいろ

いろな経験を含めてお話できればいいかなと

思っております。よろしくお願いいたします。

冒頭60分ぐらいということで少しお話をさせ

ていただきまして、その後はぜひいろいろ御質

問とかいただきながら、途中でもしこれちょっ

とどういうことかなというのがあれば、いろん

な形で少し挟んでいただいても大丈夫かなと思
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います。

どうしてもこのＳｏｃｉｅｔｙ5.0と言われる

分野は、いろんな技術的な要素が多分に入って

くる部分もございますので、そのあたりはでき

るだけ実践寄りというか、かみ砕いた形でお話

ができればなと思っておりますが、そのあたり

を含めてまた質疑等でぜひ活発な議論ができれ

ばと思っています。

このＳｏｃｉｅｔｙ5.0という概念自体は、こ

の後少しお話はさせていただきますが こういっ、

た図は皆さんもよくごらんになっているかと思

うのですが、まだ、一つの概念的な部分である

というところで、実際にこれがどういう社会に

なっていくかというのは、なかなか具体像がこ

こにはてなというマークがついているのと同様

に、やはりまだ具体的にどういう社会なのかと

いうのが見えてきているわけではないというと

ころがあるかなと思います。

、 。では こういう社会を誰がつくっていくのか

いわゆるＳｏｃｉｅｔｙ5.0にかかわる分野でい

うと、ＡＩであったりとかＩｏＴと言われる世

界で、人工知能だったりとか、いろんなものが

ネットワークにつながってデジタル化されて、

データをとっていくという世界。こういう世界

は誰がつくっていくのかというと、今、ジャイ

アント（巨人）と言われているような会社とし

ては、例えばグーグルであったりとかフェイス

ブック、それから中国でアリババ、テンセント

と言われるような会社がかなり世界を席巻して

いるわけですが、じゃあ、そういう企業群がこ

のＳｏｃｉｅｔｙ5.0をつくっていくのかという

と、私はそうではないと思っていますし、そう

あるべきでもないと思っています。それはまさ

に地域の皆様であったり、市民が実際に新しい

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0というのをつくっていくとい

うところの必要が、私はあるかなと思っていま

す。

そのための手段 方法 技術をグーグルであっ、 、

たりというところが提供するということはある

だろうし、それであってしかるべきだとは思う

んですが、現実的にはどういう社会をつくるか

というのは、最終的には我々自身に委ねられて

いるので、そういった意味では、こういった地

域がＳｏｃｉｅｔｙ5.0に向けて情報化戦略を考

えていくというのは、非常に大事な作業になっ

てくるのかなと思っております。

済みません、また前後してしまいますが、私

自身は、もともとはデータサイエンスと言われ

る分野であったりとか、今、人工知能の中で話

題になっている機械学習と言われる分野の研究

者をしておりまして、途中で学生時代から起業

したりして、ある意味では実践というか、ビジ

ネスのほうと研究というのを両方ずっとやらせ

てきていただいております。

今も半分、学術的な立場でいろんな研究活動

や教育活動もさせていただいておりますし、反

面、自分の会社のほうでＡＩの開発だったりと

いうことをさせていただいておりますので、そ

ういう意味では、研究と実践と教育と言われる

ような領域を一通り自分でやっているというと

ころが私の特徴かなというふうには思っていま

す。

少し前段として、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0ってどう

いう社会なんでしたっけというところを少し振

り返っていきたいところなんですが、まず、こ

、 、 、 、の絵を見ていただくと 狩猟 農耕 工業社会

情報社会というところで、我々の文明って必ず

しもずっと同じように右肩上がりで来たという

よりも、一度ぐっと発展して少し停滞期があっ

てから、またぐっと伸びていくというような、
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そういった構造でこれまで文明というのが進化

してきております。ここにあわせて書いていな

いんですが、実はこの時代、こういう時代の革

命期のはざまには、必ず人口減少みたいなもの

だったり経済停滞というのが、社会側としては

起きており、人口停滞だったり、経済の減速み

たいなものが次の革命のエンジンやガソリンに

なっていくというような構造は結構裏側にはあ

りました。そういう点から考えていくと、例え

ば直近でいうと、ここに第１次産業革命と書い

てあるところなんかはちょうどヨーロッパでペ

ストが大流行して、ヨーロッパの人口が３分の

１ぐらい減少してしまうというところ、その後

に、その人口減少に対してどういうふうに向き

合っていくかという中で生まれたのが、ルネサ

ンスであり、科学革命であり、それが結実して

産業革命になっていったというところがありま

した。実はこういう革命ということを考えたと

きに、人口減少というのは、何か我々がもう一

回新しいことを生み出してくれるチャンスにな

るということも、捉えようによっては言えるか

なという気がいたします。

そのＳｏｃｉｅｔｙ5.0というのは、一見4.0

も情報だったので、どちらも情報系の話じゃな

いかというところが思われるかなと思うんです

が、ここの中で何をやろうとしているかという

と、今までの情報社会というのは、どちらかと

いうと我々の実際に生きている空間、人間の物

理的な空間と情報の世界というのは、割と分断

されていて、情報をあくまで我々が取りに行く

という形だったのが、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0の中で

は、我々の物理空間と情報デジタルな世界とい

うのが、ある種混然一体となって融合していっ

て、その中で今までとは違うものが生まれてく

るというのが、大きなコンセプトになっている

のかなと思います。

サイバーと言われるデジタル空間とリアル空

間の間に垣根がなくなってくるということで、

よく言われる例として自動車の自動運転みたい

な話があるんですが、あれはある意味では情報

とＡＩと、そういった技術の積み上げの上に自

動走行というのが可能なんですが、実際に物理

空間の中で普通に歩いている歩行者なんかを見

分けながら自動運転をしていくという意味で、

そういったデジタル的なものと物理的なものが

融合している世界、そういうものが自動運転だ

けではなくて、あらゆるものに起きてきて、ど

んどんＡＩであったり、デジタル機器というも

のが日常的になってくるというのが、このＳｏ

ｃｉｅｔｙ5.0かなという気がします。

これは、経団連がまとめているものなので、

既にオープンになっている話ですが、どういう

ふうな社会を目指しているかというと、まだま

、だ抽象的なコンセプトではあるんですけれども

一つは、効率重視から解放されて価値を生み出

す社会に転換していくということで、どちらか

というと情報を使って便利とか効率というのを

重視していた社会から、もっと新しい価値を生

み出す社会になっていこうということであった

りとか、多様性の尊重、それから分散というこ

とで、いつでもどこでも機会が得られる社会で

あったりとか、あと安心して暮らせる強靱な社

会 こういったものがコンセプトとしては上がっ、

てきていますというところです。

では実際に、その中でどういうふうに実現さ

れてくるのかというのは、これはまだまだたく

さん今、いろんな形でされていかなければいけ

ないかなと思っています。

、サイバー空間とリアルな空間が融合してくる

それから価値をつくって多様性を尊重して、分
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散型で強靱で持続可能なものになっていくと。

恐らくこれ自体は多分誰も反対はしづらいよう

な割と抽象的な言葉が並んでいるんですが、な

かなか実際的な方向性、価値観をそこまで表明

ができていないというところで、これをむしろ

個別のプロジェクトでいろいろつくっていくと

いうことが、今後求められてくるかなという気

がしています。

これ済みません、印刷にないかもしれません

が、このＳｏｃｉｅｔｙ5.0って誰のものなんだ

ろうかということをちょっと考えたときに、左

上に書いてある図なんですが、例えば、これは

グーグルがやっているサイドウォークラボと言

われる、今カナダのトロントで実証実験に入っ

てるスマートシティーの絵で、これフレキシブ

、ルシティーというようなコンセプトなんですが

こういったグーグルなんかが既に、こうやって

時間によってまちや構造を変えたり、クレーン

で運んだりとか、道路も時間帯によって歩行者

道路になったり、車の道路になったりとか、そ

ういうことをやるようなまちづくりをトロント

で今実験的にやっていたりします。あとこのあ

たりの世界で割と一番おもしろい事例が出てき

ているのは、実は中国だったりするんですが、

中国で例えばオンラインで注文すると30分で料

理されて、30分以内に何か届けてくれるみたい

なことをやったりしているんですね。

実はこういうことが中国でできるのは、割と

情報を提供するということに対して、それぞれ

の人のハードルが低かったりするので、できる

という部分があったりするんですが、とにかく

ある意味便利にしていくという方向性でグーグ

ルであったりとか、中国の企業がどんどん取り

組んでいっていると。

やっぱりそれだけではだめかなというのは、

私の個人的な感覚としてありまして、どんどん

便利にしていく、どんどん人を楽にしていくと

いうことだけではなくて、本当の意味で技術を

使って何をやっていくのかというのは、それぞ

れの生活者がちゃんと考えていかなければいけ

ないかなと思うんですね。

基本的に技術者がつくる世界観って便利だけ

、 、が加速されていく世界観なので そこに対して

地域の人々、暮らしにもっと近い人々は、どう

いう未来を本当につくろうとしているのかとい

う、そういう戦略が個人的には必要かなと思っ

ているんですね。

私は、未来ビジョンづくりとか企業の長期的

な戦略を考えるようなお仕事も結構させていた

だいているんですが、基本的に戦略ということ

を考えたときに、大きく３つぐらいの考え方が

あって まず 未来がこうなっても 例えばシェ、 、 、

アを握っていたいよねとか、我々の存在意義を

置いておきたいよねという、非常にある意味コ

ンサバティブ（保守的）な目標設定から、こう

いう未来が起きそうだから、それに対してどう

いうふうに適用していこうかという考え方もあ

ります。ただ、基本的にＳｏｃｉｅｔｙ5.0とい

う文脈に関していうと、まだ適用すべき方向性

というのがそんなに明確にあるわけではないの

で、基本的にやるとしたら、もし本当に情報化

戦略として取り組んでいくとしたら、やはり未

、来をみずからが形づくっていくような戦略設計

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0の中で、宮崎ってどういうふ

うに我々は生きていくんだろうかと、そういう

戦略設計が必要になってくるのではないかなと

思います。

ただ、少し難しい話がありまして、Ｓｏｃｉ

ｅｔｙ5.0というのは、基本的に基盤技術として

、のＡＩだったりＩｏＴと言われるものだったり
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あとドローンだったり、ロボットだったりとい

うものが入っているんですが、こういうものを

、 「 」考えるときに 少し難しいのは アマラの法則

というお話があって 「人間は短期的にはテクノ、

ロジーの効用を過大評価し、長期的には過小評

価する傾向にある 」というようなお話があるん。

ですが、ＡＩなんかはまさにそういったところ

をずっと受けていまして、ＡＩがこれから社会

を変えていくというのは、多分間違いなく起こ

ることなんですが、短期的に物すごく大きく変

えるかというと、短期的に今、ＡＩに対し期待

されているものというのは、実は期待値のほう

がちょっと大きくなり過ぎてしまっていて、現

状そこまでできるかというと、なかなかできな

いというところがある。

ただ一方で、長期的に見ていただくと、すご

く大きな変革をしていくというか、それは急に

起こるわけではなくて、徐々に進化して変化し

ていくわけですが、そういったところへ長期的

には物すごく大きく変えるんだけれども、例え

ば企業の方と連携してＡＩのプロジェクトなん

かやっていると、ＡＩを使ってすぐに何か変革

してほしいみたいなところのニーズが多くて、

それは実は意外とまだ難しくて、長期的には大

きな変革は可能なんですが、どうしても技術を

考えるときに、本来は長期的な目線で見ていた

だきたいところがあるんですが、やはり短期的

な期待値というのがすごく高まってしまうとい

うところがあります。

これは我々技術系の分野で有名なガートナー

という会社がやっているハイプ・サイクルと言

われる技術のはやり廃りみたいなところを書い

ているのがあるんですが、この絵自体がそうい

う構造になっていまして 技術がばあっとはやっ、

て、１回忘れられて定着してくるみたいな、そ

ういう構造を技術系のものというのは持ってい

ます。

今、ＡＩなんかはまさに流行期がちょうど終

わって、そろそろみんな若干忘れられて、若干

期待値が下がってきていて、幻滅期と言われる

ところに入ってきつつあるんですが、むしろそ

れぐらいのほうが、私は、仕事はやりやすいか

なという気はしています。

どうしても技術的な話というのは、政策的な

話だったり政治的な話よりも、多少時間軸が長

いところがございます。我々、技術系の開発を

している人間だと、もちろん直近の開発という

ことでいろいろ考えていますが ただ長期的に10、

年後、20年後に何ができそうかというところを

含めて技術のロードマップをつくって、そこか

。ら開発をしていくというところが結構あります

もちろん、政策的なところでも当然長期的な

ビジョンに基づいてというところはあるかなと

思うんですが、それよりもかなり、のんびりと

いう言い方がいいか、わかりやすいんですが、

すごく大きな夢を描いて開発をしていたりする

ので、結構時間軸が長い世界でやっています。

そこら辺の整合性をどうとっていくのかとい

うのが、この情報化戦略みたいなところで、特

にＳｏｃｉｅｔｙ5.0がかかわってくると、ＡＩ

とかＩｏＴをどう導入していくかという話に

なってくるので、そのあたりはなかなかきょう

あすでできるという話ではなくて、かなり時間

がかかってくる話なので、そういう長期的な戦

略が必要かなという気がしています。

では、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0の中で、日本という

国がこれから何をやっていくのかということを

考えたときに、先ほど人口減少の話もさせてい

ただきましたが、日本ってこれから課題をすご

く抱えていく国になっていくと。課題があると
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いうことは、ポジティブに捉えれば、機会がた

くさんあるというふうにも捉えられるので、そ

の中をどうやって成立させていくかということ

ができると、ある意味で新しい社会システムが

できるかなという気がします。

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0と言ったときに、まだ概念

としては抽象的だなと思うんですが、具体的に

、 、起きる事実として 明確にわかっていることは

Ｓｏｃｉｅｔｙ4.0だった時代、もしくはＳｏｃ

ｉｅｔｙ3.0だった近代化時代とはちょっと違う

国になっているということは間違いなくて、今

私は39歳なんですけれども、2060年になれば私

も多分高齢者75歳以上に入っているかなと思う

んですが、もともと近代化してきたフェーズと

工業化してきたフェーズというのは、割と50歳

以下の世代が多くて、ある意味で人間の原体験

として生存するというか、子供を産んで育んで

みたいな社会システムで回ってきた社会だった

のが、もう完全にこれから2030年以降はこうい

う社会に日本全体がなっていくんですが、50歳

以上の方がマジョリティーというか、60％を占

めるような国になってくるということで、それ

自体がいい悪いということは全然なくて、Ｓｏ

ｃｉｅｔｙ5.0みたいなことを考えるときに、一

つそういう前提があるということですね。

社会構造自体がこれまでの構造と大きく変

わってくる中で、我々はデジタル化だったり、

ＡＩ、ＩｏＴと取り組んでいかなければいけな

。いというのが一つ大きな部分かと思うんですね

これはイノベーションという文脈で考えたと

きに、このＳｏｃｉｅｔｙ5.0でどういう技術変

化が起きるのかということを、実は我々がちゃ

んと見ておかなければいけない。これドラッカ

ーという経営系の思想家みたいな方が書いてい

るイノベーションの機会というか新しい何か起

こすための機会、７つの機会というお話の中に

あるんですが、もちろん、新しい知識の出現と

いうことで、ＡＩとか新しいＩｏＴ技術が出て

くるということももちろんあるんですが、それ

よりも多分我々が見ておかなければいけないの

が、その中で、どういう産業構造の変化が起こ

るのかということであったりとか、あと人口構

造の変化も当然背後で起こっていますし、それ

に伴って、認識の変化、人の認識というのがど

、う変わっていくのかというところを捉えた上で

逆に言うと、その認識の変化を引き起こすよう

な役割というのが、一つ求められる部分もある

のかなという気がします。

これは私、割と好きな経営者の一人で、オム

ロンという会社の創業者の立石一真という人が

書いている理論です。私、彼はすごくすばらし

い経営者でもあり思想家でもあるかなと思うん

ですが、彼はもともと立石電機という工場機械

をつくる会社を創業して、その後オムロンとい

う会社に転換していくんですが、1972年に日本

、で国際未来学会というものが開催されたときに

彼が発表した「ＳＩＮＩＣ理論」と言われる未

来予測理論がありまして、文明社会の過去の歴

史から こういうふうな未来になっていくんじゃ、

ないかという予測をしているんですね。

、これはちなみに1972年に書かれたものなので

今からもう45年以上前に書かれたもので、まさ

にある意味でＳｏｃｉｅｔｙ5.0みたいなことが

すごく書いてあるんです。原始社会から農業社

会になって、工業社会になって、その後機械化

社会になると。オムロンはもともと機械をつく

る会社で創業したんですが、彼は機械ができて

くると、それを今度は自動で動かすようなメカ

ニズムが出てくるだろうということで、自動化

。 、社会になると それを動かすための基盤として
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センサーと言われるもの、物体の動きを検知す

るセンサーを開発して、現在はそれを実際に商

業化して、オムロンはセンサーメーカーとして

グローバルトップの企業の一つになっているわ

けです。その次に彼が考えたのは、そういった

センサーで工場が自動化されると、そういった

ものがもっと社会全体に広がってくる。工場の

中だけではなくて、社会全体が情報収集して、

そういった自動化ではないけれども情報収集す

るようになっていくということで、次に情報化

社会になるというところで、それにある種その

予言に基づいて、例えばオムロンヘルスケアと

言われる会社をつくり、体重計や血圧計だった

りと、人間の情報収集をするというような会社

をつくっていった。

立石一真自体は、このあたりでちょうど亡く

なってしまうのですが 彼の予言によると 2015、 、

年から2025年、2030年ぐらいが「最適化社会」

、と言われる社会になるというふうに言っていて

まさにそのとおりになっているかなと。今まさ

にある意味で、出てきた情報をベースに、あな

たはこういうふうに行動したほうがいいよとい

うことの最適化がされてくる社会になってきて

いて、次の社会イメージとして自律社会という

イメージを彼は言っているんですが、その最適

化されてすごく生産性が高まってくると、より

社会が小さな単位でも自律的に存在していける

。 、ということです 工業化社会の原理というのは

資本を集めて、材料を集めて、規模の経済性を

働かせて生産していくという原理だったわけで

すが、そうではなくて、小さな単位でもある意

味で新しいタイプの自給自足ではないですが、

そういう自律的に生活できるような社会になっ

ていき、最終的に2050年以降、自然社会に返っ

ていくというようなことを言っています。

これは1972年に書かれているので、1972年か

ら2050年ってもう80年後ぐらいの話なので、そ

こについて、実は、本人はほとんど詳しく語っ

ていないんですが、おもしろいなと思うのは、

少しらせん構造のようになっていまして、原始

社会のところの上に自然社会に重なっていって

いるんですね。

この予測自体が正しいか正しくないかという

のは、私はまあまあおもしろくて当たっている

なと思うところもあるんですが、別に正しいと

思う必要は全然ないと思うんですが、一つのコ

ンセプトの提示としてすごくおもしろいなと思

うのは、技術が発展していって、最終的にある

種の自然社会のようなものを求めていくという

ことを提言していること自体は、すごく私はお

もしろいなと思っています。だから、Ｓｏｃｉ

ｅｔｙ5.0のあり方の一つとしては、必ずしも何

かすごく未来的な何かロボットとかがいるとい

う世界だけの話ではなくて、ある意味で、我々

がもう一回人間らしさというか、人間らしさを

取り戻すような社会として提示していくという

ことも、十分あり得る話だというふうに思って

います。

このあたりから若干余談的になる部分もある

んですが、基本的にＳｏｃｉｅｔｙ5.0に関して

言うと、個人的にはそういう社会で我々はどう

生きていくかというコンセプト設計を、我々自

身がちゃんとやらなければいけないというふう

にすごく思っています。

やはり技術とかがその世界に運んでくれるの

ではなくて、我々がつくり出したい社会のため

に技術をどう組み合わせてつくっていくのかと

いうのが、基本的な発想になると思います。そ

ういうときに、いわゆるバックキャスティング

というような捉え方をしていきましょうという
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お話をよくしています。

行政の方とか政策系の方とかは、こういうと

ころって、比較的お持ちの方が多いんですが、

。 、企業だと余りなかったりするんです 理想の姿

、 、我々の未来を考えるときに どちらかというと

通常考えるのは、フォアキャスティングという

ことで、過去と今の延長線上に未来を見ていく

、 、ということで もちろんこれも必要な作業だし

未来予測というのは想定しなければいけないん

ですが、一方で、本当につくり出したい姿、そ

こから逆算して今何をやるべきかというように

考える視点も、当然必要になってくるかなとい

うふうに思います。

ここをどうやって、宮崎として持っていくの

か、宮崎のあるべき姿というか、それは何なん

だろうかというところは、これ自体はもちろん

いろんなところでほかにも議論はずっとされて

いるかなと思うんですが、多分そこがすごく大

、 、事で Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0の基盤技術であるＡＩ

ＩｏＴというのがどういった形で接点を持って

くるのか、接合点を持ってくるのかということ

が、すごく大事になってくるかなと思います。

でも実際問題、技術的なイノベーションとい

うのは、必ずしも単純な延長線上の進化にある

わけではなくて 人間のピュアなこういう志だっ、

たりとか、思いというのが起点になっているこ

とがすごくたくさんあります。例えばアラン・

ケイと言われるコンピューターサイエンティス

トは、パーソナルコンピューターというコンセ

プトをつくった人間なんですが、コンピュータ

ーというのは、もともとはここに書いてあるよ

うな非常に大きな情報機器だったわけです。こ

れをある意味改善を加えていっても生まれてく

るものというのは、小さいメーンフレームみた

いな世界しか出てこないんです。アラン・ケイ

が1972年に、パーソナルコンピューター・フォ

ー・チルドレン・オブ・オールエージーズと言

われる論文を書いて、その中で、新しい時代の

コンピューターというのは、こういった子供が

外で気軽に遊びながら使ってコミュニケーショ

ンをとって、そういう機器になりますよという

コンセプトを書いたわけです。

これを彼は最初、ゼロックスのパロアルトの

研究所に行って、ゼロックスの中でつくったん

ですが、ゼロックスの経営陣はこれを商品化す

ることを拒否しました。それを見ていたのが、

アラン・ケイの友人のこのスティーブ・ジョブ

ズで、結局彼がある意味継いでいって、最終的

、に2007年か2008年ぐらいだったかと思いますが

ｉＰａｄのような形になって、今はこれが普通

にあるわけです。

こういったイノベーションというか、新しい

、ものを生み出してくるところの起点というのは

むしろヒューマンな思いというか、個人的な思

いというものが先に立っていることが多くて、

例えばソニーが最初に世界に打って出たのが、

ポケッタブルと言われるラジオをつくったんで

すが これももともとラジオというのは家電だっ、

た時代で、家電で今のテレビと同じように据置

、 、型だったものを どうにかして外に持ち出して

自分が聞きたいときに音楽を聞いたりニュース

を聞きたい、そういう世界をつくりたいという

のが最初の発想点にあって、もともとトランジ

スタという半導体がこのラジオの中に入ってい

るんですが、真空管だとここには絶対到達でき

なくて、こういうものをつくりたいから初めて

トランジスタというものを、ラジオに使おうと

いう発想が出てくるんですね。

だから、つくりたいものがないと、本当の意

味で技術的なイノベーションもなかなか起こり
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にくい。我々は何だかんだ言って、過去の延長

線上にとらわれているので、ラジオって真空管

だよねって思っている中では、こういう新しい

ラジオってやっぱり出てこなくて、ポケットに

入るというところまで制約がかかって初めて、

真空管以外のラジオをどうやってつくろうかと

いう発想になるところがありますので、意外と

こういう本当にシンプルなこういうことをやり

、 、たい こういう社会をつくりたいという思いが

どんな技術的な展開になっても起点になってい

るということはたくさんあります。では、それ

が本当に宮崎において何なのかということを少

し捉えていく必要があるかなと思うんですね。

そういったところのお話に加えて、今回Ｓｏ

ｃｉｅｔｙ5.0の中で、やはりＡＩというのが物

すごくコア技術になってくるかなと思っていま

す。

ＡＩのお話を少しだけさせていただこうかな

と思います。これは、ある会社さんが彼らなり

にいうＡＩとＩｏＴを駆使したイノベーション

だっていうものですが、こういった生産性向上

とか働き方改革のためにＡＩとＩｏＴを使いま

すというところで、働き方改革のため作業効率

の向上だったり、集中力の維持が必要です。

彼らが何をやったかというと、何か難しいの

がいろいろ書いてあって、覚醒度を判定する技

術をつくりましたと。要は覚醒度が高いほうが

生産性が高い。覚醒度って、簡単に言ってしま

、うと眠くない状態というだけのことなんですが

要は起きているかどうかということ。結局彼ら

がつくったソリューションは何かというと、Ａ

ＩとＩｏＴを組み合わせて、エアコンにセンサ

ーがついていて、そこにあとカメラがあって、

それで人の顔を認識して、本人が眠そうか眠そ

うじゃないかというのをカメラで認識して、眠

そうな人がいると冷たい冷気を当てて起こすと

いう、そういうのをつくっていて、まあわかる

んですが、少し問題設定が違うかなと思うんで

すね。

眠そうにしているから、冷気を当てて起こし

ましょうというのであれば、これ少し言い方悪

いですけれども、奴隷みたいなものと同じなの

では。技術を使っているだけで昔、奴隷が働か

ないでむち打っているというのと余り変わらな

い。会社名が出ているので余り文句を言うとあ

れなんですが、やっぱりそういう発想ではない

と私は思っているんですね。

特に最初のほうのＳｏｃｉｅｔｙ5.0のコンセ

プトの中にも、価値観の多様性だったりとか、

分散とか、そういったところが一つの基軸にあ

るんだとしたら、誰かがコントロールして起こ

そうとするというのは、それは少し違うのでは

ないかなと。仮に眠いんだとしたら、やっぱり

眠い理由があるわけで、そこをどうやって解決

していくのかということのほうが本質的な課題

だし、そういったところが実はすごく大事で、

テクノロジーを使うにあたって、テクノロジー

だけで考えてしまうと、こういったことが少し

起きてしまうという気がしますし、よくそうい

う嫌いがあります。

技術というのは、あくまで手段に過ぎない。

私は、技術というのは基本的に人をより自由に

するものだと思っているんですね。自由になる

というのは、それは例えば死への恐怖から自由

になるとか、そういうのが初期の段階としては

あって、結構それはいろんな技術によって達成

されてきたのですが、もっと今の時代の技術の

使い方というのは、人がもっと自由に伸び伸び

と生活しながら、かつ、生産性が高いみたいな

ことをやっぱり追求していかなければいけない
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ので、これは少し違うかなというのは個人的に

思っていることです。

少しだけＡＩの話をさせていただきますが、

ＡＩに今一つ起きていることは、もともとＡＩ

のプロジェクトって物すごく大変だったんです

ね。今それがもうぜいたく品ではなくなってき

ていて、ある意味いろんなところに簡単に入れ

られるようになった。それは理由として幾つか

あるんですが、もともとゲーム用につくられた

こういうＧＰＵという半導体プロセッサーが、

こういうＡＩの学習というか、ＡＩをつくるの

にすごく向いていたということだったりとか、

あとこのディープニューラルネットワークとい

う、もともと日本人が開発したアルゴリズムな

んですが、これを実際にコンピューター上で計

算できるようになったとか、いろんなことが重

なって、もともと昔ＡＩっぽいものをつくろう

として、何か画像認識のＡＩをつくりましょう

とかいったときには、ひょっとしたら億単位の

プロジェクトを組んでやっていた世界だったん

ですが、今多分、グーグルが無料提供している

ようなものを使って、ＡＩの研究をしている大

学院生とかが一人いれば 多分１週間ぐらいあっ、

て、数万円あればつくれちゃうみたいな、そう

いう世界にどんどんなってきていて、もはやあ

る意味ぜいたく品ではなくなってきているとい

うことです。

いろんな分野、これはＡＩの市場規模が大き

くなるというよりも、あらゆる分野がＡＩ化さ

れてくるというところです。

一つ大きいのが、運輸分野と書いてあります

が、物流系とか交通系は結構大きな分野になる

だろうなと思います。もともとＡＩって実は結

構古い分野としてありまして 古いか古くな─

いかって難しいところなんですが、約60年前に

初めてＡＩという分野が出てきたんですが、何

回かブームを繰り返しているんですね。

さっきの技術への短期的期待と長期的な過小

評価という話があるんですが、結構そういうの

に翻弄されてきた分野でして、特に日本人の中

でいうと、ＡＩに対して過大評価というか、期

待値が高い部分があるんですね。それはアニメ

ーションの中とかでＡＩが割と普通に出てきて

いるので、人型ＡＩロボットに対する親近感が

物すごくあるので、そういうものができそうだ

という雰囲気がもうあり、すごく期待値が高い

みたいなことがあります。

今、３回目のブームと言われるところで、こ

このブームを使って今どんどんＡＩが社会実装

されてきています。

このあたりは少しテクニカルな話ではあるん

ですが、ディープラーニングと言われる分野が

出てきたことによって、すごく今、この分野自

体が変わってきています。

少し簡単に御説明しておきますと、例えば、

こういう猫を識別するようなＡＩをつくろうと

思ったときに、今まではどういうことをやって

いたかというと、猫と犬というのを識別させよ

うとしたときに、猫の特徴って何なのかという

のを人間が定義をしていたんですね。

猫と犬でも実は結構難しい話でして 耳が立っ、

ているのが猫なのかとか、犬でも立っているの

がいるよねとか、そういうことを考え出すとす

ごく大変で、猫のほうが目が丸い、いや、犬も

丸いのいるなとかというふうになってきて、ひ

げの数とか、そうやって猫の認識用の特徴を抽

出していって、それで判定するようなものをつ

くっていたと。

じゃあ逆に今、何が起きているかというと、

ディープラーニングと言われるようなもの、そ
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れと類似のこういったプログラムを使うと、い

わゆる特徴抽出自体をコンピューターがやって

くれるということで、単純に猫と犬のたくさん

のデータさえあれば、そこで猫と犬というのを

識別するような特徴をプログラム自体が抽出し

。てくれるというような構造になってきています

、実は一番ここに手間がかかっていたんですが

一番手間がかかっていたところがなくなって、

そのかわりに必要になったのがたくさんのデー

タが必要になったというところが、今までとの

一番大きな違いになるかなと思います。

プラス人間が気づかないような細かい特徴抽

出もできるので、精度もすごく向上していると

いうところで、もともとこうやって人間が決め

たルールでつくっていた、例えば画像認識のエ

ンジンよりも、ディープラーニングでつくった

もののほうがはるかに精度もいいし、コストも

少ないというような状態になっています。

そういった意味では、パターン認識というの

をすごく安くできるようになったというのが、

この間の大きな特徴で、ＡＩができることとい

うのは基本的に現状この３つぐらいのことがで

、 、きますということなんですが 何かを学習する

それから知覚するということで、ある意味で目

と耳を持つことができるということですね。た

だ目と耳を持っているだけで、実はまだ余り考

えることはできないんですけれども、例えば、

目と耳から得たものをベースに何か予測すると

か、組み合わせをするというようなことができ

るようになっているということです。

こんな今の応用分野みたいなところでいろい

ろ書かれていますが、基本的に今できることと

いうのは、ある意味での最適化みたいなところ

で、まさに立石一真が言っているような話なん

ですが、例えば本のお薦めをしますということ

で、こういう本を読んでいる人は、次こういう

本を読みたいんじゃないですかというレコメン

ドをしますということであったりとか、あとは

自動運転なんかとかいろいろこんな分野が出て

きていますということです。

この辺ちょっと細かい話なんですが、今まで

アルゴリズムというのは、さっき言ったパター

ン認識のところを開発するのがすごく大変だっ

たんですが、それが機械学習の中だと実は余り

要らなくなってきていて、データさえあれば知

識をつくる、ルールをつくるというところにコ

ストがかからなくなってきていて、そこら辺が

コスト削減に大きく寄与しているんです。一方

で、データの価値というところがすごく上がっ

てきていまして、少し余談的な話ではあるんで

すが、これはマイクロソフトがつくった自動ツ

イートする、自動でつぶやきをするＡＩなんで

すけれども、学習させるデータが悪いとこうい

うふうに出てきてしまって、本当は女子高生の

ツイートを自動生成するものだったんですが、

もともと学習用に読み込ませたデータが、イン

ターネット上のものばかり読み込ませてしまっ

たようです。そうすると、インターネット上っ

てこういうある種の偏見を持った人たちの書き

込みが結構多かったりして、そういう書き込み

をし始めたみたいなことが起きたりするという

ことですね。

基本的には機械学習はデータから生成される

ＡＩなので、データがないと機能しない。デー

タを機械がつくれる分野みたいな話、例えば、

囲碁のＡＩが囲碁のチャンピオンに勝って、し

かもこの前、囲碁のチャンピオンがもうＡＩに

勝てないと引退しちゃったという話があるんで

すが、囲碁の世界って実はルールが決まってい

て、碁盤目も決まっているので、データ自体を
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機械がつくれてしまうんですね。

そういう世界って物すごく強くて、結局、デ

ータを機械だと例えば全部の手を想定できるん

ですね。人間だともうある種定石みたいなのが

決まっていて、そこから始めるんですが、定石

すらもフラットな状態で、いきなり端から打つ

とかということも全部試した上で、一番勝率の

高いとり方というのを計算したりできるので、

そういう分野は物すごく強いんですが、それ以

外の分野のデータ、特に人間がかかわってくる

と、人間がデータをつくっていくということを

しなければいけないので、そこが一つポイント

になってくるかなという気がします。

あともう一つ、機械学習が今やっていること

というのは、最適化なんですが、では、最適化

というのは何のために最適化するのかという問

題があって、それは基本的に何を最適化するか

という課題は人間のものとして残り続ける さっ。

きのエアコンの話で言うと、覚醒度を最適化す

るためにやっていたわけですが、覚醒度を最適

化するということが本当によいのか、何を最適

化すべきなんだろうかということ自体は、本当

は人間がちゃんと考えなければいけないことか

なという気がします。

少し押してきていますが、済みません、これ

は少しだけ飛ばします。こういったＡＩ技術の

進展とあとＩｏＴと言われるもので ものがネッ、

トワークにつながっているということを組み合

わせていくと、それが、例えば故障の管理みた

いなものだったものが、どんどん自律的なほう

にものが進んでいくということで、ＡＩとＩｏ

Ｔが組み合わさっていくと、どんどん自律的な

動きというものにつながっていくということで

あります。

このあたりは一般論的な話なんですが、基本

的にじゃあＡＩとかＩｏＴを使ってどうやって

やっていけばいいのかというときに 必ず起こっ、

てしまうのは、技術のほうから考えてしまうと

いうのが、よく起こってしまうんですね。さっ

きのエアコンの話もそうなんですが、やはり一

番大事なのは、結局のところ課題は何、何の目

的のために我々は技術を使うんですかというと

ころの、こういうフローをちゃんと考えていく

ということがすごく大事で、課題と目的設計の

ところを間違えてしまうと、ある意味Ｓｏｃｉ

ｅｔｙ5.0という文脈の中で、ＡＩとＩｏＴにの

み込まれてしまう。

のみ込まれないためには、やっぱり課題と目

的設計のところをしっかりと持つというところ

がすごく大事かなと思います。済みません、す

こしだけ飛ばします。

これグーグルが考える都市の未来って、先ほ

、 、ど 一番前のほうで少しだけお見せしましたが

、グーグルがどんなことを考えているかというと

もう物流レイヤーとデジタルレイヤーと言われ

るものを融合させていって、まち全体がまさに

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0みたいなものをつくっていき

ましょうというところをやっています。

グーグルがつくろうとしている部分というの

は、ここの緑のところになるんですが、いろん

なセンサーを町なかにおいてデータをとる仕組

みをつくります。それから、データを地図に落

とし込んでいって、どこで何が起きているかと

。いうのを把握できるような仕組みをつくります

それをベースに、未来を予測する仕組みをつく

ります。それから、アカウント個人を特定する

仕組みをつくりますというところで、こういう

４つの仕組みをベースに、例えばこれ道路なん

ですけれども、時間帯に応じて自転車道、道の

色が変わって自転車道と車道と歩道みたいなの
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が時間帯によって変わるような、そういう道路

をつくるといったりだとか、ここにあるような

時期によって建物がこうやって運ばれて、構造

、が変わったりするようなまちをつくるみたいな

そういったことを言っているわけですね。

ただ、これを見ていても、確かに何となくお

もしろそうだなと思うんですが、ここの中では

もちろんいろんな課題があって、一番大きな課

題として言われているのはプライバシーの問題

があって、データを物すごくとられるので、そ

れに対してどうなのかという問題が結構議論さ

れている。一方で、本当にこんなのが必要なの

かというところは結構あって、これは日本人的

な感覚なのかもしれませんが、別にこんなフレ

キシブルに変化しなくても、いいんじゃないか

なというのを思ったりもするんですね。

ここから少し日本の話に持っていきたいんで

すが、ＩｏＴとＡＩというのは基本的に融合が

必要になってくると思います。

ＡＩがそもそもデータを物すごく要求してい

るというところがあるので、データをとれるＩ

ｏＴとちゃんとくっつけていくというところが

すごく大事で、実はそれを日本でやれていると

ころがあるかというと、余りやれていない部分

がある。例えば、いわゆるＧＡＦＡと言われる

ようなグーグル、アマゾン、フェイスブック、

アップルだったり、中国のＢＡＴＨですね、バ

、 、 、 、イドゥ アリババ テンセント ファーウェイ

こういうＩＴ系の組織というのは、例えばアマ

ゾンなんかを見ていただくと、もともとデジタ

ルなオンラインのｅコマースの会社ですが、完

全にｅコマースの会社ではもはやなくなってい

て、どんどんリアルなほうにリアルなほうにと

いう展開を見せています。

例えばアマゾンは、ホールフーズというスー

、 、パーマーケット 日本でいうとどこになるかな

紀伊国屋とかになるのかな、そういうスーパー

マーケットを買収してリアルなほう、店舗を持

つというようなところになっていったりとか、

それはある意味Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0みたいなとこ

ろを見越してやっていることで、リアルとデジ

。タルというのをどうやって融合させていくのか

それを考えたとき、日本で少しボトルネック

になっているのは、人材が足りていないという

ところがありまして、図とかはないんですが、

こういったデータ系とかデジタル系人材が米中

と比べてかなり少なくなっているというところ

があって、それをどうするかというところが一

つ大きな課題としてあるかなと思います。

少し紹介的な話になってしまうんですけれど

も、私がやっている大学連携と企業を巻き込ん

だコンソーシアムで、こういったＩｏＴとＡＩ

をくっつけたようないろいろ研究開発を進めて

いくようなコンソーシアムをつくっているんで

すが その中で いろいろなプロジェクトをやっ、 、

ていまして、衛星画像を使ったりとか、あと防

災系とか、それから人間活動の解析、人流系み

たいな、人がどう移動しているかみたいなこと

だったりとか、そういうことをいろいろやって

おりますが、やらなければいけないなと思って

いることの一つが、研究・教育・実践みたいな

ところの融合的なことをやっていかなければい

けないかなと思っているんですね。

私 もともと医療系とかヘルスケアのプロジェ、

クトをやっていたので、医学部の教員をしてい

たこともあるんですけれども、医学部って、割

とこういう体制ができていまして、大学院で研

究開発した医療技術を医学部で教えて、それを

大学病院で実践していくみたいな研究・教育・

実践みたいな流れが結構できているんですが、
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エンジニアとかデジタルの世界って、実はそう

、いうところはちょっと分断されてしまっていて

研究・教育・実践みたいなところが分断されて

いるので、それをある意味どうやってつくって

。いこうかというところをチャレンジしています

ここから最後、まとめ的なところで、Ｓｏｃ

ｉｅｔｙ5.0時代の情報化戦略みたいなところ

で、少し私からお話しできることを最後話した

いなと思っています。基本的な構造体としてこ

ういう循環モデルみたいなものがあるかなと。

先ほどお話ししたとおり、今のＡＩってデータ

を必要としているので、データがないとよいＡ

Ｉモデルがないと。

でも、逆にデータがふえるとよいＡＩモデル

ができますと。よいＡＩモデルができるとよい

サービスがふえると。よいサービスがふえると

実は使う人がふえるので、データがふえますと

いう、こういう循環モデルが出てくると。

これやっぱりグーグルとかアマゾンが、まさ

にこういうのをぐるぐる回していまして、デー

タがどんどんふえるから、よい予測モデルがで

きて、よい予測モデルができるから、よいサー

ビスがつくれてというのをずっとぐるぐる回し

てデータをどんどんため込んでいっている。

こういうモデルを、グーグルほどの規模じゃ

なくても どうやって地域の中である意味つくっ、

ていくのか。

データをふやすというところに、地域として

どうやって取り組んでいくのかというと、一つ

は、既にあるような活用可能なデータというの

を何らかの形で使えるような形で公開していく

というような、いわゆるオープンデータ的な話

もあるかなと思います。あとは、一般ユーザー

の中でデジタルな利用意向が高い人というのを

どんどんふやしていくというか、ある意味でデ

ジタル教育のようなものを転換していくという

ことが一つ、ユーザーがふえるとデータがたま

りますので。例えば、地域の健康情報カルテみ

たいなものも、よくあるモデルとしては補助金

、とかをもらってきてつくってというパターンで

でもその後使われなくてというパターンが結構

多いんですが、ああいったものがやっぱり使わ

れ続けて、広がっていってデータがふえること

によって、よいものにつながっていくので、そ

ういう意味でのデジタルな利活用に対する一般

的な機運をつくっていくというところが一つ大

事かなと思います。

よいＡＩモデルができるというところに関し

て、地域が直接そこまでやるのかというと、そ

、こまではやらなくてもいいかなと思うんですが

一方で、先ほど申したような目的設計のところ

は、ある意味で地域だったりとか、生活者主導

でやっていくべきことかなと思うんですね。

これはちょっと余談ですが、例えばアマゾン

のレコメンドエンジンと言われるものがあるん

ですが、あれはあたかもアマゾンを買うと、こ

の本を買っている人はこういう本も買っていま

すとか、あなたが次読みたい本は、こういう本

ですというのが出てくるわけですが、あれはあ

たかもその人の好奇心というか、趣味趣向に寄

り添ってレコメンドしているかのようなに見え

るんですが、でも現実的に何をしているかとい

うと、アマゾンの売り上げが最大化されるよう

にお薦めされているわけですね。決して我々の

、興味・好奇心を最適化しているわけではなくて

アマゾンの売り上げが最大化されるレコメンド

なんです。

もちろん、それによって本が見つかるという

こともあるんですが、一方で、何が起きるかと

いうと、普通の本屋さんに行くと、我々は例え
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ばビジネス書を買いに行っても、旅行雑誌が置

、 、いてあったりとか 小説が置いてあったりする

棚を通ってビジネス書を見に行くわけで、その

、中で別の本を買うチャンスも出てくるんですが

あのレコメンドの世界に生きていると、恐らく

そういうことはもう一切起きなくて、ビジネス

書を読んでいる人はずっとビジネス書ばっかり

読むみたいな構造になってしまうんですね。

、本当にお薦めのＡＩのよいモデルというのは

本当は本人の好奇心というか、知的な好奇心を

最適化させるんだったら、いつもこういうビジ

ネス書を読んでいるけれども、たまにはこうい

う小説読んでみたらとか、こういう歴史書読ん

でみたらとかということを本当はお薦めできる

ようなものが、多分私はいいと思うんですね。

そういうすぐれた目的設計をＡＩを使って何

を実現するのかという目的の設計をできるかと

いうことはすごく大事なことだと思います。

一方で、それだけじゃなくて、実際使われ続

けてもらわなければいけないので、そのために

大事なのが、ビジネスモデルの構築だったりと

か、あと徹底したユーザー目線のサービス開発

と書いてありますが、結構このあたりが日本の

企業は弱くなってしまっていて、それはさっき

の話 少し飛びますけれども、ＧＡＦＡと言─

われている企業というのは、基本的にみんなコ

ンシューマービジネスをやっているんですね。

グーグルは少し特殊なんですけれども、アマゾ

ンとかコンシューマー向けビジネスをやってい

て、アメリカのＩＴジャイアンツと言われるよ

うな組織は、結構消費者との接点が実は多いん

ですが、日本のＩＴジャイアンツというか、Ｓ

、Ｉｅｒと言われるようなベンダー企業なんかは

実は余りコンシューマービジネスをやっていな

い、みんなＢｔｏＢとかＢｔｏＣ 行政のシ─

ステムをつくったりとか、企業の大きな基幹シ

。ステムをつくったりということをやっています

そういう意味で、コンシューマーに向けて何か

つくっているという経験が実は余りなくて、だ

めというわけではないんですけれども、逆に地

域の人だったり、行政の役割として本当の意味

で使いやすいものというか、地域にとっていい

ものみたいな目線をそこにのっけていくような

。部分が必要になってくるかなという気がします

プラスよいサービス、データをふやすために

は使われ続けないといけないので、使われ続け

てもらうような仕組みというか、ビジネスモデ

ルって書いていますが、持続可能にするような

仕組みをどうやってつくるかというところも

やっぱりすごく大事で、このあたりを回してい

くとデータがふえていって、いろんなことがで

きるようになるのかなと思います。

同じような話を少しかいつまんで書いていま

すが、デジタルへの接点をできるだけふやすよ

うな施策をやるというのが一つあるのかなとい

うのと、あと外とつながっていきましょうとい

、 、うところで デジタルの一つのよさというのは

外とつながるコストが低いというところがあり

ますので、外とつながっていく。

それから、大学を活用するというのは結構私

は個人的にはいいアプローチになるかなと思い

ます。特にこの領域というのは、多少研究とか

技術がかかわってくる分野ですので、どういう

形でそういう産官学連携のおもしろいプロジェ

。 、クトを大学を使ってやっていくのか それから

ＡＩ人材そのものを育成するのは結構大変かも

しれませんが、ＡＩを活用できる人材育成は、

、どういうバックグラウンドの方でもできるので

さっきお話したような目的の設計とかビジネス

モデルをつくれるような、ＡＩをうまく活用で
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きる人材育成みたいなところが必要じゃないか

なというふうに思っています。

少しだけ御紹介します。私はもともと兵庫に

かかわりがあるので、例えば、アーバンイノベ

ーション神戸と言われる神戸市がやっているプ

ログラムなんですが、ここは行政がこういった

課題、例えば 「ＩＣＴ×高齢者！？誰もが健康、

になれるまちを目指すために」というプロジェ

クトを神戸が募集して、そこにスタートアップ

が応募して、一緒にプロジェクトをつくって、

その後、つくったプロダクトとかプロジェクト

をそのまま調達ができるような仕組みを神戸市

がつくっています。

この調達までできるというところまでつくっ

たのはすごく画期的かなと思うんですが、行政

がやりたいことに対して、うまく外部のスター

トアップというか ベンチャーを巻き込んでやっ、

ているという意味では、すごくおもしろい取り

組みかなと思います。

あと大学を使うというのも結構おもしろいか

なと思っていまして、我々の神戸情報大学院大

、 。学も 実は半分ぐらいは留学生を呼んでいます

大学というところを起点にすると、見せ方をど

うするかということを変えるだけで、いろいろ

外から人が流れ込んできたりとか、国内じゃな

くて、逆に国外とかに目を向けてみると、結構

おもしろい人材が来たりすると。

今、神戸情報大学院大学もアフリカから留学

生を受け入れて、そのアフリカの留学生たちが

地元の企業と連携してプロジェクトをやったり

とか、逆にその中で、地元の企業が一緒に海外

に出ていくというようなことなんかも起きたり

ということがあって、大学なんかをうまく使う

というのも少し新しい手としてあるのかなと思

います。

、 、済みません 時間が少しだけ超過しましたが

最後に、宮崎らしいＳｏｃｉｅｔｙ5.0の創出の

ためにということで、冒頭ちょっと話しました

が、長期的な目線で取り組んでいただきたいな

というところはあります。

政策的なところで今何をやるのかという話は

もちろん大事かなと思うんですが、Ｓｏｃｉｅ

ｔｙ5.0そのもののコンセプトはずっと生きてい

るかちょっとわからないんですが、こういう社

会になっていくのは間違いないので、ＡＩ活用

にうまく取り組む人材を育成していただきなが

ら、長期的な目線でＡＩ、ＩｏＴに取り組んで

いっていただきたいなと思っています。

それから、データの拡充というところがかな

り我々がＡＩを展開していく上では肝になって

きますので、データをどうやってふやしていく

のか。そのためには、やっぱりデジタルとか、

スマート何々みたいなところに対して、抵抗感

をできるだけ下げていくような取り組みという

のがすごく大事だと思います。一番最後に信頼

醸成というのがありますが、やっぱりそういう

ふうにしてデータを出してもらうためには、信

頼関係のような部分がすごく基盤にないと、な

かなか難しいところがあって、例えばなんです

が、本当にグーグルが日本に入ってきて、みん

なそういう意図を感じ始めたときに、本当にグ

ーグルにデータを提供するかというと、なかな

かそれはそれで難しいのではないかなという気

がするんですね。グーグルが本当に日本の地域

のことを考えて何かやってくれるという信頼感

があるかというと、やっぱりないと思うので、

そういう意味での信頼感を持っている、持てる

ような組織体としてデータをつくっていく。そ

ういうところは必要かなという気がします。

あとは大学だったり外部のベンチャーとの接
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点をつくっていただいて、ＡＩとかＩｏＴに関

しては、別に自前で開発する必要は全然ないと

思います。ある意味でうまく使えばいいと思い

ます。私も外部の大学やベンチャーの人間です

が、よいデータとか、よい受け入れ体制がある

ところだといろんなことにチャレンジしたいな

というふうに単純に思いますので、長期的な目

線であって、みんながデータを使って何かやっ

ていきたいという部分が出てくると、自然とこ

ういう組織も集まってくるのではないかなと思

います。いろんな話をまぜてお話をさせていた

だきましたが、引き続き、ぜひ宮崎らしいＳｏ

ｃｉｅｔｙ5.0のために議論を続けていっていた

だければ、それに少しでも参考になれば幸いで

す。

済みません、どうも御清聴ありがとうござい

ました （拍手）。

小塩先生、大変にありがとうご○重松委員長

ざいました。

それでは、ここからは御説明いただきました

こと、その内容につきまして、質疑、また意見

交換を行わせていただきたいと存じます。

それでは、委員の皆様方から何かお伺いした

いことがありましたらお願いいたします。マイ

クはきょうはハンディを使ってください。お願

いいたします。

ありがとうございました。講演を○満行委員

お聞きして、謎が解けたような、本当、人だと

思いました。それで、まず、幾つかお聞きした

い。

最初は、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0、いつからいつま

でなのかという時間軸とかスパン、狩猟民族、

農耕、そして工業になって、どんどんそのスパ

。 、ンは短くなっている ログ 対数化してきて─

あっという間に5.0と本当に短い時間軸なのかと

思ったりもするんですけれども もう既に始まっ、

ているのか、その時間軸、どのぐらいの幅なの

かというところはどういうふうに先生は見てい

らっしゃるのでしょうか。

そうですね、部分的には始まっ○小塩参考人

ている部分があると思うんですね。何をもって

というのがあって、日本全体がＳｏｃｉｅｔ

ｙ5.0みたいになっていくというのは、まだしば

らく先かなっていう気はちょっとしています。

ただ、一つの目標点として、あくまで我々の

観点で見たときに、多分2030年か2040年ぐらい

あたりが一つの目指しているポイントかなあと

いう気はするんですが、完璧に移行するという

のはちょっとわからないんです。やっぱり我々

それと並行していろんな社会課題の問題があっ

て、宮崎は宮崎でまた違う文脈があるかもしれ

ませんが、日本全体で見ると、2040年ぐらいと

いうのが、高齢者数のピークみたいなところが

あったりするので、文脈として多分そのあたり

というのは意識をせざるを得ないところはある

かなと思うんですね。

その高齢者数が最もマックスな状態で、どう

やって医療、介護を考えつつ、ある意味経済体

制を成立させていくんだということを考えたと

きに、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0的になっていないと厳

しいよねということはちょっとあるかなと思っ

たりしている。そこら辺が一つターゲットエリ

。アとしてはなってくるのかなという気はします

ありがとうございます。少し話が○満行委員

飛ぶんですけれども、航空医療学会というドク

ターヘリの学会、医者とか看護師とか、年に１

回集まる学会にことしも行ったんですが、その

題名がＳｏｃｉｅｔｙ5.0なんですよ。具体的な

中身は、自分たちの医療の現場で、ドクターヘ

リですから、ヘリコプターと競合するであろう
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ドローンとの共存とか、地上との無線の通信と

か、医療従事者が全然本来の医療じゃない話を

一生懸命して、広域的な災害対応をどうするか

という何か全然違う発想なんですよね。医療の

学会はそういう世界になっているのに、我々は

、なかなかＩｏＴとＩＣＴの違いもわからないし

５Ｇって何じゃこりゃみたいな世界で、一体宮

崎を今後どうするかという議論をずっとしてい

るんですけれども、先生が幾つかおっしゃった

少子高齢化社会、当然その節目、転換点にその

一つの着眼点というか、そこにあるだろうとい

うのが非常に勉強になりました。宮崎はほかの

県よりも少子化・高齢化、人口減少がもっと進

む。でもやはり宮崎の基幹産業である農業で、

我々は稼ぐしかないという思いもあるんですけ

れども、その宮崎らしいＳｏｃｉｅｔｙ5.0、そ

、 、れを活用した インフラを活用した本県の今後

私、都城なんですけれども、畜産県であるこの

宮崎、この南九州、そういう視点で先生として

は、どういう方向性というのを宮崎にお考えな

のか、感じていらっしゃるのか。

多分節目って地域ごとに全然○小塩参考人

違っていて、ある意味もう中山間地域みたいな

ところであれば もうそういう節目 2040年じゃ、 、

なく、既になっているところというのもあると

思います。全国平均的な話なので、局所的に言

うともっと早いよという話があって、そういう

意味では急がなければというところは多分ある

かなと思うんですね。

一つ、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0的な話で言うと、一

番やっぱり進みやすいのは余り人が介在しない

領域というのは、やりやすいと言えばとりあえ

ずやりやすいと思うんですね。

だから、農業とか畜産業というのは、とりあ

えずそんなに人があんまり介在していない。動

物に人権がないわけじゃないですけれども、例

えば畜産でそうやってＡＩとかＩｏＴをどんど

ん活用していくというのは、人で何かやるより

は、多分やりやすいはずなんですね。やっぱり

データをとるといっても別に 鳥のデータをとっ、

て文句を言う鳥はいないはず、まあ、いるかも

しれないですけれども、内心嫌だと思っている

かもしれないですが、そういう意味では、やっ

ぱり農業とか林業、畜産業あたりとかというの

は、ＡＩ、ＩｏＴの果実を最初に享受しやすい

分野ではあるかなと思うんですね。

ただ、いきなり全部でやれるかというのは少

し難しいと思うので、いろんなプロジェクトを

トライアルしていって、いいものというのをつ

くっていかざるを得ないところ。まだスマート

農業ってどんな形がいいのというので、別に決

着はまだついていないところがあります。なか

なか難しいのが、例えばスマート農業とかって

いうことを究極推し進めていくと、そもそも農

業経営体制もやっぱり改善していく、大規模化

したほうがいいんじゃないかとかという話が当

然出てくるんですけれども、小規模の中でもど

うやってスマート農業みたいなことをやってい

くかというので、例えばこれは、東大の研究室

がやっているセンスプラウトという、いわゆる

水分量とか水の中、土の状態とかを管理するよ

うなセンサーです。こういうのは、結局はコス

トの問題がどうしても出てきてしまうので、特

に小規模の農業従事者でなかなか本当にＩｏＴ

とかできるかと言われると、なかなか難しいん

ですが、我々技術開発サイドとしても、そこに

対して目線は当然持っているので、できるだけ

小規模な事業者の方であっても、簡易に活用し

ていただけるようなツールというのは、これか

らはどんどん出てくるんじゃないかなと思うん
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ですね。

一方で、農業機器の自動化みたいな、かなり

大規模的な話もあるんですけれども、こういっ

た新しいものをつくっているところと、うまく

コネクションをつくっていきながら、実証実験

のようなものをまずはやっていって そこでちゃ、

んと成果をつくっていけば 広がっていくんじゃ、

ないかなと思うんですね。

一方で、ＡＩにしてもＩｏＴにしても、基本

的に現状でいうとコストのほうが出てしまう構

造があって、長期的にやったほうがいいのは多

。分皆さんは御理解いただけるかなと思うんです

現状はコストが出てしまうところで、そこの問

、 、題 その中でどうビジネスモデルをつくるのか

農業の全体のビジネスモデルを考えた中で、こ

のコストをうまくのみ込めるだけの新しい価値

提供というか、その分収量がふえるとか、それ

プラス何か流通の効率化につながって（ 品質」「

と呼ぶ者あり）品質とかもそうですね、品質が

高まるとか、流通がうまくいって、ここでデー

タがとれているから、そのまま出荷がすぐでき

るようになって、今までよりちょっと高い値段

で売れるようになるとか、そういったある種の

ビジネスモデルの改革と一緒にセットで多分

やっていかないと、なかなか難しいところがあ

るのかなという気がしますね。

どんどんこういうのが普通に普及○満行委員

するんだろうと思うんですけれども、要はこの

インフラをどう利活用できるか、それが問題だ

ろうと思うんですね。

ランニング、イニシャルコストがかかるとす

れば、それは行政がしっかり初期の段階にかか

るコストについては、支援をする、補助金を出

すとかということでクリアできるかと思うんで

すけれども、要はこの技術者、指導者をどう確

保するか、先生が最後におっしゃった人材の確

保というのが一番、結局肝だなというのを先生

の話を聞いて感じたんですけれども、大学を使

えとかいろいろおっしゃったんですが、例えば

早く宮崎でその人材の確保というのをするため

に、どうすればいいのかというのを教えていた

だきたいんです。

そうですね、まず、今、この分○小塩参考人

野の割と優秀な人材って結構奪い合いになって

いて、かつ、しかも国際的な奪い合いがもう起

こってきてしまっていて、例えば、データサイ

エンスとか こういう分野の話でいうと 日本っ、 、

て実はすごく安い状態になっているんですね。

アメリカではシリコンバレーとか物価もすご

く高いので、一概に比較はできないのですが、

初任給で結構1,500万円とか2,000万円ぐらい出

すようになっているんですよ。でも、物価が２

倍ぐらい高いので、半分ぐらいで見ていただい

てもいいかなと思うんですけれども、中国なん

かでも800万円とかという世界になってきて、日

本はまだ逆に言うと、四、五百万円でとれちゃ

う世界だったりするんですよね。

ただ、逆に言うとそういう人って結構海外に

出てしまう人も出てきたりしていて、国内でも

いろんな企業が結構奪い合いをしているので、

そういう人を奪い合うというよりは、うまく育

てていくという観点のほうが長期的には多分コ

ストは下がるだろうなと思うんですが、人の問

題は我々もずっと悩みなんですよね。

やっぱりここは大規模なトレーニングシステ

ムをいろいろつくっていかなければいけないか

なというのがあって、ちょうど先週、ソフトバ

ンクが東大に200億円の寄附をしたんですけれど

も、そこの中でも人材育成をやるという話をし

ていたりとか、あとアマゾンが今度トレーニン
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グ用のコンテンツを無料開放するということを

結構やったりとか グローバルで人が少なくなっ、

てきているので、そういう動きはどんどん出て

くるんですけれども、一方で、現場でこういう

ものをうまく活用できる人というのは、また

ちょっと違うんですよね。

そこは、個人的には地元の大学を含めたとこ

、 、ろのてこ入れ 専門学校を含めててこ入れして

若いときに現場に出して、例えばこういうのを

一緒につくらせて、データをさわらせて、プロ

ジェクトやりながら人を育てていくということ

をしていかなければいけないんじゃないかなと

思いますね。なかなか外からというのも難しい

かなという気がします。

満行委員の質問と少しかぶるとこ○横田委員

ろがあると思うんですが、長期的な目線でとい

うことを言われましたけれども、実は先日、こ

の委員会で幕張メッセであったＣＥＡＴＥＣを

見に行ったんです。あれは2030年ごろ、今から

大体10年後ぐらいだと思いますが、2030年ぐら

いのデジタル社会を実感してほしいというよう

なコンセプトだったと思うんですけれども、実

際あれを見て、たった10年間でこんな変わるん

だろうかというふうに思いました。

今言われた長期的の長期というのは、10年ぐ

らいというふうに考えてよろしいでしょうか。

そうですね、10年から20年ぐら○小塩参考人

いのスパンの軸は持っていただけるといいのか

なという気がしますね。

10年したら 余り長くないなと思っ○横田委員 、

て、急がないと間に合わないなという気もする

んですが。

、 。○小塩参考人 いえ まだ大丈夫だと思います

もう一つ、ＡＩは優秀な技術者が○横田委員

開発するんだろうと思うんですけれども、ＡＩ

がみずから開発、進化していくというか、そう

いうことにはならないんですかね。

そういう方向性をどうつくるか○小塩参考人

という問題もあるんですよね。

一つ、その概念としてシンギュラリティーと

言われる概念があるんですが、技術特異点とい

う、要は人工知能が人間よりも賢くなる瞬間と

、いうのがいつ来るんだろうかという話があって

そうすると超えた瞬間に加速度的に進化してい

くので、もう人間とＡＩの差がばあっと広がっ

てしまうという、そういうコンセプトを言って

いる人がいて、一説では2045年ぐらいにそうい

、うのが来るとかと言っている人もいるんですが

それは逆に言うと、やるやらないは人間の選択

に委ねられている部分もある。でも、今アマゾ

ンだったり、グーグルなんかはそういうものを

結構つくっていまして、自分たちでプログラミ

ングするＡＩというのは、研究開発自体は結構

進んできていますし、我々なんかそういう意味

ですごく実は楽になっている部分もあります。

、例えばアマゾンが最近出したサービスでいうと

、プログラミングのエラーをＡＩが読んでくれて

自動検出してくれるようなものをつくったりし

ているんですね。

そうすると、エンジニアは昔に比べてかなり

楽になってきていますし、長期的にはプログラ

ミングも多分要らなくなってくるんじゃないか

なという気がしています。もうＡＩがプログラ

ミング書いてくれるので、ただそのかわり（ 怖「

いね」と呼ぶ者あり）いや、ただそれをうまく

制御をするのが人間というか、こういうデータ

を読み込ませてこういうことをやって、こうい

うのをつくってくださいという構図は人間がつ

くるんですけれども、その下側の仕組みはＡＩ

がつくっていくみたいな、そういう形にシステ
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ム開発もどんどんなってくるんじゃないかなと

思いますね。

シンギュラリティー、2045年でし○ 原委員

たかね、その本私も読んだんですけれども、非

常に別な意味では第２の核だと。

人間が制御できなくなったときにどうなるか

という、今の自分で自分を学習していくという

話もありました。それと、プログラムを自分で

、 。 、つくるという そこのところですよね だから

非常に期待する部分と逆に人間の英知をはるか

に超えたときに、これが爆走というか、そこを

どうするのかという、この未来予測ですよね。

ここのところはしっかり考えておかないと、も

しかすると大変な、いわゆる神としての存在を

超えるじゃないかという、未来映画じゃないけ

れども、第２の核になりはしないかというこの

おそれ、そのあたりどうですかね。

もともとＡＩ自体って、どちら○小塩参考人

かというと軍事開発でもかなり使われてきた存

、 、在なので テクノロジー全般にそうなんですが

インターネットにしろ、ＡＩにしろ、もともと

米軍が主導だったりするところが結構あるんで

すね。

ロボットなんかも実際は戦争兵器と紙一重で

すし、そういう意味では実はかなり危険性の高

い分野ということはおっしゃるとおりで、その

、ことに対して自覚的なＡＩの研究者というのは

確かに少ないかもしれなくて、それは少し怖い

んですね。

そうであるがゆえに、こういう、Ｓｏｃｉｅ

ｔｙ5.0みたいな世界の話をＡＩエンジニアだけ

に引っ張らせると、本当にすごく危ないと私も

思っているので、何か逆に言うと、こんなのは

要らないということは、もっと発信をしていた

だいたほうがいいかなと思ったりもするんです

よね。こういうＡＩは必要ない、こういう便利

さは必要ない、だからそういうことのある種積

み重ねと、我々サイドとして、もちろん当然そ

ういうことに対して倫理的なガイドラインをつ

くっていこうという話は、一応あるのはあるん

ですね。

それは核の平和利用の話でもそういう物理学

者がやったように、ＡＩの中でも倫理的なガイ

ドラインをつくって、ある意味で人に害を与え

ないようなＡＩのつくり方ということは考えな

ければいけないよねというふうにしているんで

すが、ＡＩって大きな施設が必要なく、核より

も開発が簡単なので、悪意のある誰かがつくっ

てしまうと、知らないところへ出てしまうとい

う可能性は確かにあって、逆に言うと、余りデ

ジタルとかＡＩに依存し過ぎない状態というの

も、一方で持っておかないといけないんだろう

なと思うんですね。

例えば、完全に電気とＡＩとＩｏＴがなくて

も生きていける状態というのをどこかで担保し

ておかないと、そういう状態になったときに物

すごく危険な、例えば今、内視鏡の手術がメー

ンになっているんですけれども、内視鏡手術の

先生もやっぱり胃をあけられる、開腹できる技

術を持っていないと、今はあんまりないかもし

れませんけれども、内視鏡が使えなくなったと

か 動かなくなったときに 実際胃が切れなかっ、 、

たら、それを取り出せないということが当然あ

ります。何か新しい技術をやろうとしていると

きには、それが仮になくても何か生活できるよ

うなもう一個のリスクマネジメントとして選択

肢をちゃんと持っておくという、そういう意味

は必要かもしれませんね。

だから、一つ宮崎らしさという意味では、農

業とかが基盤にあるんであれば、我々はＳｏｃ
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ｉｅｔｙ5.0にも突き進むんだけれど、Ｓｏｃｉ

ｅｔｙ5.0的なものがなくても生きていけるんだ

よみたいな絵を含めて両方描いていけるという

のが、ひとつ地域らしさかもしれないですね。

オムロンの立石さんですが、最終○ 原委員

的には自然社会になっていくことだと、こう何

か示唆している気がしますね。

先ほどＩＴ人材のことで世界的な○二見委員

引き合いのことをお聞きしたんですけれども、

その前にもう少し具体的に、どういう人がＩＴ

活用人材というものになるんですかね。

バックグラウンドとして。○小塩参考人

バックグラウンドとしてどういう○二見委員

能力というか 技術とか こういうスキルを持っ、 、

。ている人たちがそういう分野になっていくのか

例えば、本当にこういうＳｏｃ○小塩参考人

ｉｅｔｙ5.0的なプロジェクトをやれる人材とい

うことを考えたときに、多分イメージとしては

スーパーマンみたいになってしまうんですね。

例えば、ちゃんと現場に入って、農家の人と話

をしながら、交渉しながらコミュニケーション

して、こういうものだったらできるんじゃない

ですかという、現場に入ってちゃんとできる力

もないと、実際こういうプロジェクトは回せな

いです。一方で、コストのこととかも考えて、

この農家さんだったらこれぐらいのことだった

らこういう形で経営も成り立つよねという、ビ

ジネスセンスもないといけないし、こういうも

のを実際に また実はＩｏＴとＡＩもまたちょっ、

と違う世界で、ＩｏＴの世界って割とハードウ

エア寄り、ハードがある世界なので、ハード系

のエンジニアリングが必要だし、私はＡＩなの

で、どちらかというとソフトウエアエンジニア

ですが、そういうソフトウエアのエンジニアリ

ングも必要だしというふうになると、それ４つ

全部ある人って多分余りいないんですね。

そういう意味でいうと、それぞれは１個ずつ

でもいいんだけれども、チームで何かそういう

のをつくっていくという体制をつくっていかな

ければいけないと思うんですね。

例えばコストとかビジネスの話は、行政の人

、 、が担当しますとか 地域の企業の人がやります

現場に入ってやるのも、ひょっとしたら行政の

人とかが何かうまくやってくれて、あとそこに

、エンジニアでこういうちょっと機器をデザイン

設計して、組み立てて、それをネットワークに

つなげるというような、ハード寄りのエンジニ

アリングの人がいて、あとそこから出てくるデ

ータをうまくつなげながら、農業のマネジメン

トにつなげていくようなソフトウエアのエンジ

ニアがいてみたいな構造が、それがチームでう

、 、まく機能できるような 逆に言うと必要なのは

それぞれソフトウエアエンジニアとハードウエ

アのエンジニア。大学だったりとかには多分い

ると思うんですね。でも多分難しいのは、例え

ば４者が共同して仕事をするというところがう

まくできていないということは結構多くて、一

つは、それぞれみんな考え方とか言語が違うの

で、ある種の共通言語をつくっていかなければ

いけないというところがあります。例えば医療

でも多職種連携というのを 医師とケアマネジャ、

ーさん等とかというのがあると思うんですが、

、そこの連携っていろいろ難しいのと同じように

エンジニアと行政職員と農家さんの連携も難し

いので、それは多分うまくそういうプロジェク

トをたくさんやっていくとか、学生のうちから

そういうプロジェクトに巻き込んでいくみたい

な経験をしていくのがすごくいいのかなと思う

んですね。

我々も結構そういうのを意識して、そういう
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学生にプロジェクトに入ってもらって、実際に

農家さんて何を考えて農業をやっているんだろ

うかということをヒアリングしてもらったりと

か、なかなかそれって座学では難しいところが

あるので、プロジェクトをたくさんやる中で、

学んでもらうということがすごく大事かなと。

それぞれのバックグラウンドは１個でもいいと

思うんですね。

プロジェクトに入ることによって、いろんな

人と協力しながらやっていくという力が高まっ

てくると、すごくいい人材になるんじゃないか

なと思うんですね。

恐らく今お話いただいたように、○二見委員

正直、この地元だけで人材を育成しようと思っ

ても、それぞれの専門家をつくるのにも限界が

あるし、逆にほかのところにいけばそういう環

境が整っているところもあるので、実際、宮崎

の農業現場でも、ＩｏＴとかを使ったものが始

まっていますけれども、それもやっぱり現場と

そういうスキルを持っているところ、よその企

業とか、そういったところとやっぱりつながっ

てやっていくということのほうが、よりスピー

ディーなのかなと。

あとは、その部分、それをいかにうまく回し

ていくだけのマネジメント力というか、総合的

なところが必要なのかなというふうに感じてい

るところで、はい、そう思っていたものですか

ら。

そういう意味では、先生のところもぜひ宮崎

に接点を持っていただいて、いろいろとアドバ

イスいただけると大変ありがたいなと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

承知しました。○小塩参考人

人材というところで関連なんです○内田委員

が、日本財団だったと思うんですけれども、世

界の若者たちの意識調査の中で、アメリカ、中

国、日本、韓国、インドの中で比べて、日本の

若者は自分に自信がなかったり、日本に対する

誇りが低かったりといろいろなデータが出てい

るんですが、それとこの人材のところで、先ほ

ど先生が中国、アメリカよりも日本が劣ってい

るというような話があったんですが、因果関係

みたいなものはあるんでしょうか。

どんどんＩＣＴ教育とかも小中高校でもっと

日本は進めていけば、誇りを持つ、自信が持て

る若者がふえていくのかという点をお願いしま

す。

そうですね、一つ、希望が見え○小塩参考人

づらいというのは確かにあるんだと思うんです

ね。中国とかアメリカってよくも悪くもまだ成

長している国なので、何か夢を見やすい環境設

定というのは多分ある。

もちろん、負の側面もたくさんあると思うん

ですけれども、日本ってなかなかそこが見えづ

らいのは確かだなと思います。ただ、個人的な

意見になるんですけれども、先ほども人材育成

という意味では、大学の話とかしていましたけ

れども ひょっとしたらもっと若いときから入っ、

てもらったほうが、例えば農業用ＩｏＴのプロ

ジェクトに高校生が参加するとか、何かそうい

う中学生、高校生から参加するとか、そういう

感じでもいいのかなと思うんですね。

なかなか日本の教育システムって自信を持て

る環境がないというか、基本的に評価軸が偏差

値みたいなところでしか評価していないので、

それって偏差値の高い人は確かに自己肯定感が

あるかもしれないけれども、低い人ってそこの

中で自己肯定感を持てってなかなか難しい構造

体だと思うんですね。

中国は同じような環境ではあるんですけれど
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も、中国だと勉強すればするほど何か成功する

というロールモデルがまだ見えやすいところは

あります。そうじゃない中でいうと、多分高偏

差値グループも余りそこのロールモデルが見え

づらくなっているし、その偏差値が低いと言わ

れている人たちは、自分は一体どうすればいい

のかってすごく見えづらくなっている。でも、

一方で別に偏差値というかＩＱだけの問題でこ

ういうプロジェクトって回るわけでは全然ない

ので、本当に農家さんと一緒にこういうのを考

えようという能力はひょっとしたら全然違う軸

で切ったら、そういうすぐれた能力を持ってい

る子たちもいるかもしれないし、何か中高ぐら

いの例で、もうちょっと偏差値以外のところで

何か達成感とか自己肯定感が得られるような領

域があると、もう少し何か変わるんじゃないか

なと思うんですね。

私、個人的に日本の教育の一つの課題って、

インプットを重視し過ぎていて、ずっと小学校

１年生から大学４年生まで、ある意味ずっとイ

ンプットをひたすらさせられ続けて、ある日突

然社会に出ました、アウトプットしなさいと言

われるという構造になっていて、でもそれって

すごく学びのモチベーションとしても実は余り

健全ではないというか、学ぶということが、自

分の価値を高めて、社会的に貢献できたり、お

金だけではもちろんないですけれども、お金を

獲得できる一つの手段なんだということを理解

するためには、学んだ結果を使って社会に何か

やるという原体験がないと なかなかそこが回っ、

ていかない気がするんですよね。

、 、でもそれがなく とにかくまずは覚えなさい

やりなさい、誰かがつくったＱに答えなさいと

いうことを延々とやらされて、ある日突然放り

、 、出されて 何か価値をつくりなさいといっても

それは難しいんじゃないかなと思うんです。

逆に昔なんか、児童労働がいいか悪いかって

いう問題があるんですけれども、児童労働って

昔の産業革命の時代に奴隷労働みたいにやられ

ていたから悪いわけですが、昔って、農家さん

だったら農業で畑手伝いながら学校へ行って、

仕事もしながら、ひょっとしたら何か勉強した

ことがそこで役に立つ感覚って働いたりしてい

ると、そこで実感持てたりすることってあると

思うんですよね。

例えば天気のことを勉強するというのも、農

業をやっていればよりリアルに感じられる、み

たいな構造が多分ある。ただ、そういう働くな

んていう原体験がない中で、いきなり学びだけ

ずっとやっていると、閉塞感が高まってしまう

んじゃないかなと思うんです。そういう意味で

は、中高生とかを例えば農業ＩｏＴのプロジェ

クトに巻き込んでみるとか、何かそういうこと

ができるとすごくおもしろいのかなという気は

しますね。

もうこれからＡＩがどんどん入っ○日髙委員

てくると思うんですけれども、ＡＩもやっぱり

食べ物によって性格が変わってくると思うんで

すが、先ほどツイッターの例がありましたけれ

ども、これも訳せないぐらいの悪い言葉を使っ

ていますけれども、いいデータを入れていいＡ

Ｉをつくるというのはどうしたらいいのかなと

いう質問なんですが。

例えばなんですが、我々も今、○小塩参考人

介護施設のデジタル化とそのＡＩ化みたいなと

ころをお手伝いしたりするんですけれども、ま

ずやることというのは、例えば、介護士さんの

ノウハウを何かサポートするようなＡＩをつく

ろうとしたときに、よいケアをしている人って

どんな人なんだろうかということをちゃんと見
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ていく そういう人って必ず現場にはいらっしゃ。

るんですね。でもその人たちは言語化ができて

いなかったりするので、それをちゃんと言語化

していったりとか、その人がなぜそういうこと

をやっているのかというデータをちゃんと形に

していく。

そういう意味で、よいデータをつくるという

意味では、逆に言うとアナログな環境で、ある

意味よいことをやっている人に脚光を当てると

いう、目立っていないかもしれないけれども、

地道にいいことをやっている人にしっかり脚光

を当てるということが、よいデータをつくると

いうことだと思うんですね。派手じゃなくても

いいんです。ちゃんとやっている人に光を当て

るということかなと。

承知しました。ありがとうござい○日髙委員

ます。

もう本当にいろんな分野でＡＩを活用してい

きたいと。僕農業やっているんですけれども、

農業を本当に伸ばしていただきたいなと思いま

すので、宮崎と神戸、フェリーが多分新しくな

ると思いますので（ フェリー、大変ですね」と「

呼ぶ者あり）そうですね、そういうのを利用し

てお越しいただきたいと思います。よろしくお

願いします。

ありがとうございました。一番最○坂本委員

初に、先生のほうからお話がありましたＳｏｃ

ｉｅｔｙ5.0の主体が、決して大企業だけではな

くて、むしろ地域、地方からスタートしていく

ということの大事さというところのお話があっ

たんですけれども、今質問のお答えの中でもお

話いただいたとおり、コストの問題等を考える

となかなか地方ではそれがビジネスとして成立

をしていくというのは難しいと思うんですね。

それで、私の個人的な考えでは、想像ですけ

れども、むしろグーグルとか、アマゾンとか、

そういったものから発信されるいろんなアプリ

ケーションとか、そういったものを活用してい

く方向のほうが現実的だな、それが地方でそう

いった情報化社会が進んでいく上では、むしろ

そちらのほうが現実的ではないかというふうに

イメージしていたんですけれども、今後、こう

、 、いった大企業の中で 例えばＬＩＮＥ農業とか

グーグル農業とか、地方のそういったニーズに

合わせたものが出てくる、それが無料で使える

というような、そういった見通しというのは先

生、どういうふうにお考えですか。

企業によっては、ＬＩＮＥさん○小塩参考人

なんかは、多分そういうことは結構意識してや

られているところがあるので、あるかなあとい

う気はするんですね。

ただ、一方で、そういう民間企業に頼るとこ

ろの難しいポイントの一つは、逆に言うと本当

に10年後ずっとあるのかということに対する問

いかけがあって、ＬＩＮＥが本当に10年後もあ

るんですかとか、ちゃんとそのサービスをずっ

とやってくれるのかというところは難しいんで

すね。

私も活用すべきだと思うんですよ、ＬＩＮＥ

だって、グーグルだって、フェイスブック、ア

マゾンだったりと使うべきなんですけれども、

あくまでこっちが主体になって、こういうもの

をやりたい そこのデザインを地域が主体になっ、

てやる。こういう実現のために、こういうアプ

リケーションを使うというデザインはこちら側

がやっていないと、向こうが提供してくるもの

にのっかると、そこでやめられてしまって、ぐ

らぐらとしてしまうというのは結構リスクはあ

るかなと思います。ＬＩＮＥとグーグルを両方

うまくてんびんにかけて、両方を使うというよ
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うな感じぐらいのスタンスでうまくやれるとい

いのかなという気はしますね。

時間が参りましたが、よろしい○重松委員長

でしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、これで終わりたいと○重松委員長

思います。

一言御礼を申し上げます。

小塩先生におかれましては、大変お忙しい中

お越しいただき、また貴重なお話をいただきま

した。まことにありがとうございます。心より

感謝申し上げます。

委員一同、本日お聞かせいただきましたこの

お話、委員会でしっかりと活用させて、また十

分反映させていただきたいと思います。

最後になりますが、小塩様のますますの御健

勝、御活躍を御祈念申し上げまして、簡単でご

ざいますが、御礼とさせていただきます。

本日は、まことにありがとうございました。

。○小塩参考人 どうもありがとうございました

（拍手）

暫時休憩いたします。○重松委員長

午前11時49分休憩

午前11時52分再開

それでは、委員会を再開いたし○重松委員長

ます。

協議に入ります。

まず、協議事項（１）提言についてでありま

す。

県外調査が終了し、他県の状況等も調査でき

ましたので、これからは、年度末の報告書の作

成に向けて県当局や国に対し、どのような提言

や働きかけができるかを整理していかなければ

なりません。

、これまでの委員会活動の経過につきましては

配付しております、Ａ３版の資料をごらんくだ

さい。資料は２枚ございます。

これを踏まえた上で、報告書に盛り込む提言

などにつきましては御意見をいただきたいと思

いますが、ごらんのとおり、本当に数多くの意

見、現地調査があり、なかなかここではすぐに

はまとまらないと思いますので、資料を持ち帰

りの上、ゆっくり見ていただきまして、これま

での活動を踏まえて、次回の委員会で皆さんの

いろんな意見を出し合っていただいて、報告書

、 、の内容 提案等を考えたいと思いますけれども

そういう方向でよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

ありがとうございます。それで○重松委員長

、 。は そのようにさせていただきたいと思います

ある程度、正副委員長のほうでも報告書骨子

案という形でまとめて、次回の委員会で提案し

たいと考えておりますので、また次回の委員会

までに御意見がある委員がいらっしゃいました

ら、正副委員長にいつでもまたお申し出いただ

きたいと思います。よろしくお願いをいたしま

す。

次に、協議事項（２）の次回委員会について

であります。

次回委員会につきましては、年明けの１月24

日金曜日に予定をしております。

次回の委員会では、報告書に向けた検討を行

いますが、ほかに執行部からの説明を受けたい

などの事項があれば、御意見をいただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。

〔 委員長一任」と呼ぶ者あり〕「

委員長一任でよろしいでしょう○重松委員長

か。それでは、そのような形で準備をさせてい

。 。ただきたいと思います ありがとうございます
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最後に、協議事項（３）その他で、委員の皆

さんから何かございませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ありがとうございます。○重松委員長

それでは、次回の委員会は、来月１月24日を

予定しておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

それでは、以上で本日の委員会を閉会いたし

ます。

午前11時54分閉会
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